
　しかし，この「常灯台」は，1874（明治7）年5

月に火事で焼失してしまい，翌年1月，小樽出張所

から造営方を伺い，指令が与えられたが着手されな

かった．その後，10年近く経過しても灯台は建設さ

れず，船乗りたちが不便だと指摘するようになっ

た．1883（明治16）年，札幌県は小樽港の出入船舶

に対し，小樽港の港外であることを標示するととも

に，その針路を定める上で最も重要な地点として，

江戸時代以来の祝津の日和山の山頂に経費6,603円

で灯台を建設し，同年10月15日，初点灯した．道内

では，明治5年に設置された納沙布岬灯台に次ぐ２

番目の近代灯台である．

　日和山灯台は，建設当初，木造六角形の白色の建

物で，高さは約7.6ｍ．二重に芯を使った石油ラン

プを灯し，その光は15海里（約28km）先まで届い

たという（図3）．以後，日和山灯台は船乗りたちの

重要な航路標識となった．1953（昭和28）年，日

和山灯台は円形コンクリート造に改築され，1957

（昭和32）年には映画『喜びも悲しみも幾年月』の

ラストシーンに登場したことで，一躍有名になった

（樋口 , 1972, 229-232ｐ）．

　1871（明治4）年に小樽で初めて設置された信香

町の「常夜灯」は，小樽港の繁栄の象徴として，長

く人々の記憶に残り続けた．『小樽市史』の裏表紙

に「常夜灯」の写真（明治５年，有幌方面から見た

写真，北海道大学蔵）が掲載されていることからも

そのことが伺える．解説には，「新天地に未来をか

けた人たちは，その光源を親しみを込めて常夜灯と

呼びました」と記載され，続けて，小樽港が北海道

開拓の玄関口，国際貿易にとって重要な役割を果た

してきたことを指摘し，「小樽経済の基盤を支えて

きた本港の港づくりの始まりは，この灯台であった

といえましょう」している。1997（平成9）年には，

かつて入船川の河口で船入潤となっていた小樽堺町

通り商店街南端のメルヘン交差点にこの常夜灯のモ

ニュメントが設置された（図4）（高野 , 2023, 10p, 

高野 , 2024, 41-42p） ．

　小樽祝津の日和山灯台と信香町の常夜灯から，航

路標識，ランドマークの日本的なあり方の一端が見

えてくる．

　本稿の，常夜灯，日和山，灯台のその共通点と相

違点に着目することで，航路標識としてのあり方を

捉え直す視点は，池ノ上真一氏の助言に寄るところ

が大きい．感謝したい．
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灯台の足下から見える
地球の記憶と地域の歴史
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灯台，地球の歴史，地域の歴史，地質・地形学的特徴キーワード

　「海と灯台プロジェクト」は，灯台を中心とした地

域の海に関する記憶を掘り起こし，地域同士や日本

と世界をつなぐ新たな海洋体験を創造する取り組み

である．特に異分野・異業種との連携を視野に入れ

た活動を進めていくためには，灯台とその周辺地域

を多様な学術的視点から整理・検討することが重要

となる．そして，その成果を「地域のストーリー」

として発信することで，地域振興や観光産業の活性

化に寄与できることが期待される．

　灯台は航路標識としての機能を担う一方，建築物

や地域文化のシンボルとしても長い歴史をもってき

た（例えば，海上保安庁，2018）．日本には多くの

灯台が存在し，それぞれが置かれた自然環境や歴史

的背景は多様である．なかでも “海の難所” と呼ば

れる場所に設置された灯台は，地形や海流，気象な

どに特徴があるだけでなく，海難事故や地域伝承な

ど，地元の人々に深く根付いた歴史や文化とも密接

につながっている．したがって，灯台の足元にある

地質・地形的特徴と，その周辺で育まれてきた地域

の歴史との関連をひもとくことは，新たな視点でプ

ロジェクトを推進していく上で大いに意義があると

考えられる．

　そこで本稿では，千葉県銚子市の犬吠埼灯台を事

例として，灯台の足元に存在する地質・地形学的特

徴を明らかにし，地域の歴史とのつながりを概観す

ることで，新たな「地域のストーリー」を構築する

ための基礎的検討を行う．

　銚子市は，江戸の豪商であった鈴木金兵衛（俳

号：古帳庵）が詠んだ句「ほととぎす 銚子は国の

とっぱずれ」でも知られるように，関東平野の東端

に位置し，太平洋に突き出した半島部を有する地理

的特徴を持つ．北側には利根川，東側・南側には太

平洋が広がり，三方を水域に囲まれた特有の景観が

見られる．その半島突端部に設置されているのが犬

吠埼灯台である（図1）．

 

　半島の突端部に建つ犬吠埼灯台は，1872（明治5）

年に着工し，1874（明治7）年に初点灯した西洋式

灯台である．建設を指揮したのは，イギリス人技師

リチャード・ヘンリー・ブラントンであり，近代日

本における灯台建設の黎明期を象徴する貴重な建造

物といえる．地震の多い日本で，当時先進的とされ

た煉瓦造塔の構造技術が導入された点も特筆に値

し，今日では国の重要文化財に指定されている．灯

台が持つ歴史的価値と工学的価値は広く認知されて

いるが，本研究ではさらに裾野を広げ，灯台の足元

に注目することで，地球の長い時間スケールによっ

て作り出された地形や地質の成り立ち，そしてそこ

に根付いた地域の歩みをひもとく．

　犬吠埼灯台が建つ岬には，約1億年前の白亜紀に

堆積した浅海成の地層が露出する．アンモナイトな
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図3. 1953年に鉄筋コンクリート造に改築される前の
 木造六角形の日和山灯台　祝津町史（1972）

図4. 常夜灯のモニュメント（メルヘン交差点，1997年）
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どの貴重な化石が産出し，当時の海洋環境や生物相

を研究するうえで極めて重要な資料となっている．

こうした学術的意義が認められ，「犬吠埼の白亜紀

浅海堆積物」として国の天然記念物にも指定されて

いる．

　この地層は「銚子石」と呼ばれ，江戸時代には利

根川水運を通じて江戸へ運搬され，建材や石材とし

て利用された歴史をもつ．犬吠埼灯台の直下には，

かつて石材を切り出した採石場跡が残されており

（図1），経済的にも文化的にも重要な資源であった

ことがうかがえる．

　この1億年前の地層は，銚子半島の突端部だけに

局所的に分布している（図2）．本来は地中深くに

あるはずの地層が，大地（プレート）の動きによっ

て局所的に押し上げられた結果である（図3）．さら

に，この地層は周囲に比べて硬いため，差別侵食の

結果として堅固な部分だけが露出し，岩礁を形成し

ている（図1）．

　前述のように、関東最東端の半島に位置する銚子

市の沿岸では，周辺に比べて固い白亜紀の地層が突

端部にだけ露出し，岩礁を形成している．加えて，

利根川の河口付近は河川水と北東からの強風が衝突

するため，しばしば三角波が発生し，古くから “海

の難所” として知られてきた（銚子資産活用協議会，

2023）．

　たとえば1614（慶長19）年には，出航中の漁船が

波風にのまれ，1000名を超える溺死者が出たと伝

えられている．その供養のために建立された石碑が

現在も残されており，地域の人々が海との厳しい関

わりの中で暮らしてきたことを伝えている（図4）．

犬吠埼灯台

岩礁の形成

1億年前の浅海で堆積した地層

銚子石採石場跡

2.“海の難所”としての地域の歴史2.“海の難所”としての地域の歴史

親潮
（千島海流）

黒潮
（日本海流）

混合水域
銚子

　銚子のもう一つの大きな特徴は，豊かな漁場を抱

えることである．太平洋に突き出た半島地形の沖合

では，南から北上する暖流（黒潮）と，北海道・三

陸沖を南下する寒流（親潮）が衝突し，混合水域を

形成している（図5）．寒流は栄養塩に富み，暖流

は温かい海水と多様な海洋生物を運ぶため，両者が

交わる銚子沖は全国屈指の漁場として繁栄してき

た．

　この豊かな漁場は，単に水産物の供給源となるだ

けでなく，多くの海鳥や海棲哺乳類にとっても重要

な生息環境を提供する．銚子市鳥類目録（桑原ほ

か，2006）によれば，犬吠埼周辺では150種以上の

鳥類が確認されており，貴重な生物多様性が保たれ

ていることが示唆される．陸と海の境界である海岸

域は，栄養豊富な河川水や潮目の影響が大きく，さ

まざまな生態系が複雑に絡み合う場でもある．銚子

では，このような恵まれた自然環境と地域の漁業・

観光産業が結びつき，独自の文化を育んできた点も

見逃せない．

　本稿では，千葉県銚子市にある犬吠埼灯台を取り

上げ，灯台の足元に広がる地質・地形的特徴を整理

するとともに，それらに関わる地域の歴史や自然を

概観した．

　犬吠埼灯台の足元には，約1億前の地球の歴史を

物語る地層が広がり，その地形的特徴から海の難所

として人々の暮らしや歴史に深く関与してきた側面

がある．一見すると灯台という単独の建築物に注目

しがちだが，足元の地質・地形的特徴にも着目する

ことで，灯台と地域の歴史，さらには地球規模の時

間的・空間的つながりを意識することができる．

　銚子という地域全体を見渡した場合，岩礁が形成

されるほど硬い地層の露出や強烈な三角波が生じる

海域がある一方，暖流と寒流が交わることで栄養豊

富な漁場が発達し，豊かな生態系が育まれている．

つまり，地形的・地質的な “厳しさ” と “恵み” と

が表裏一体となり，長い年月を通じて地域の特色や

人々の営みに影響を与えてきたといえるだろう．

　こうした観点は「海と灯台プロジェクト」をさら

に深めるうえでも有益である．灯台を単なる観光ス

ポットやインフラストラクチャーの一部として捉え

るのだけではなく，地球環境の移り変わりや人々の

生活史を重層的に映し出す存在として理解し，そこ

から「新たな地域のストーリー」を創出することが

可能になる．

　今後は，犬吠埼灯台のみならず，全国各地の灯台

や海岸地域において，地質・地形学的特徴と地域史

を結びつける試みが増えていくことが期待される．

これにより，観光や教育，さらには地域コミュニ

ティの活性化につながる多様なアプローチが展開さ

れ，海辺の風景や文化の保全・継承にも新たな光が

当てられるだろう．

3.自然の恵みと生物多様性3.自然の恵みと生物多様性

灯台の足元から見える灯台の足元から見える
地球の記憶と地域の歴史地球の記憶と地域の歴史

図1. 犬吠埼灯台と足元にある地質・地形的特徴 図4.犠牲者たちを供養する石碑（千人塚）

 図2．犬吠埼灯台のある千葉県銚子地域の地形（陰影図）と地質．
 色のついている部分は，中生代（約1億年前）の地層で，
 銚子半島の突端にしか分布していない

図3．関東地方の東西断面図（銚子資産活用協議会編，
 2023：原図は，貝塚ほか（1985）を改変）

20万分の1日本シームレス地質図V2（©産総研地質調査総合センター）

犬吠埼灯台

図 3．関東地方の東西断面図（銚子資産活用協議会編，2023：原図は，貝塚ほか（1985）を改変）．
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図5．銚子沖の混合水域
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